
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 100,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 100,000 0 

農業費

目 農業振興費

補正前額 0 

要求額 100,000 

総務部長段階査定額 100,000 

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304 
 
【１０次総の施策体制】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　新型コロナウイルス感染症の拡大・長期化により、全国的な消費の落ち込みや労働力
不足が進み、農林水産業では、さらなる収入減少や労働力不足に追い込まれるなどの深
刻な影響が懸念されている。
　農業の省力化や効率化など、経営体質を強化し、ポストコロナ時代の新しい農業の導
入が急務となっている。
　 
【事業の目的及び効果】 
　農業生産者が行う経営コストの一層の削減や作業の省力化等を実現するスマート農業
機器や営農システム等の先進技術の導入に加え、従来の対面型商談販売方式から非対面
型（ＷＥＢ）での新たな販路開拓手法の導入等に取り組む農家を支援することで、ポス
トコロナ時代の新たな農業経営基盤の確立による、本市農業の飛躍を目指す。
 
【事業の内容】 
　スマート農業機器、ＷＥＢ商談のために周辺機器の購入サイト構築費用等の経営効率
向上に資する経費を支援。
　１．対象事業者
　　　耕作地面積１０ａ以上を有する市内の農業者等　１５０人程度
　２．補助率
　　　２／３（補助対象事業費上限１，０００千円）
　３．事業費
　　　１５０，０００千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 100,000 0 

農００１ 項　　目　　名 農業経営ジャンプアップ事業費（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

予算書項目 農業経営ジャンプアップ事業費 ページ 25 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R2

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 6,500 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 6,500 0 

農業費

目 農業振興費

補正前額 0 

要求額 6,500 

総務部長段階査定額 6,500 

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304 
 
【１０次総の施策体制】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　新型コロナウイルス感染症の影響により学生のアルバイトの機会が減少し収 入が減少
するなど、学生の生活の維持に支障が出ている。また、農業の現場では従来から労働力
が不 足しており、繁忙期の人手の確保が大きな課題となっている。 
　 
【事業の目的及び効果】 
　新型コロナウイルス感染症の影響によりアルバイトによる収入が減少した学生と、人
手不足の農業 現場とをマッチングし、学生の生活の維持と農産物の安定生産を図る。ま
た、学生が農業に関わることで、食を支える農業の大切さや魅力を感じてもらうこと
で、農業に対する興味を持ってもらい、新たな担い手の確保につながることを期待す
る。 
 
【事業の内容】 
　農業者が雇う学生のアルバイト代の一部を補助 
 
　学生に支払うアルバイトの時給の限度額は１，２００円とし、学生に実際支払われる
時給から農業者の負担額（時間当たり３５０円）を控除した額を補助する。

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,500 0 

農００２ 項　　目　　名 若者応援農の雇用支援事業費（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

予算書項目 若者応援農の雇用支援事業費 ページ 25 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R2



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 16,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 16,000 0 

林産業費

目 林業振興費

補正前額 0 

要求額 16,000 

総務部長段階査定額 16,000 

一般会計 【問合せ先】林務係 8057-30-8311 
 
【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　新型コロナウイルスの感染拡大による住宅着工戸数の減少等により、原木の受け入れ
制限が行われており、制限の長期化により林業事業体の経営への影響が懸念される。 
 
【事業の目的及び効果】 
　新型コロナウイルス感染症の影響を克服するため、ロボット技術・ＩＣＴ機器等の先
端技術の導入を行い、作業の省力化や、労働環境の改善等を進め、経営基盤の強化・改
善を目指す林業事業者を支援することで、感染症の影響に左右されない事業体の育成を
図る。 
 
【事業の内容】 
　林業活動への利用が期待されるスマート農業技術カタログ等に掲載されている機器等
の導 入経費への支援 
　１．対象事業者 
　　　市内の林業事業者で、経営継続及び経営基盤の強化を行う者 
　　　２４人程度を想定 
　２．補助率 
　　　２／３（補助対象事業費上限１，０００千円） 
　３．事業費 
　　　２４，０００千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 16,000 0 

農００３ 項　　目　　名 林業経営ジャンプアップ事業費（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

予算書項目 林業経営ジャンプアップ事業費 ページ 25 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R2

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 16,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 16,000 0 

水産業費

目 水産業振興費

補正前額 0 

要求額 16,000 

総務部長段階査定額 16,000 

一般会計 【問合せ先】水産漁港係 0857-30-8312 
 
【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　新型コロナウイルスの感染拡大による都市部からの需要減少により、高級魚を中心に
魚価が下落しており、魚価低迷の長期化により漁業者の経営への影響が懸念される。 
 
【事業の目的及び効果】 
　新型コロナウイルス感染症の影響を克服するため、ロボット技術・ＩＣＴ機器等の先
端技術の導入を行い、作業の省力化や、労働環境の改善等を進め、経営基盤の強化・改
善を目指す漁業者を支援することで、感染症の影響に左右されない事業者の育成を図
る。
 
【事業の内容】 
　漁業活動への利用が期待されるスマート農業技術カタログ等に掲載されている機器等
の導 入経費への支援 
　１．対象事業者 
　　　市内の漁協組合員で、経営継続及び経営基盤の強化を行う者 
　　　２４人程度を想定 
　２．補助率 
　　　２／３（補助対象事業費上限１，０００千円） 
　３．事業費 
　　　２４，０００千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 16,000 0 

農００４ 項　　目　　名 漁業経営ジャンプアップ事業費（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

予算書項目 漁業経営ジャンプアップ事業費 ページ 25 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R2



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 800 0 

その他 0 0 

一般財源 568 諸収入 0 

計 1,368 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,368 0 

災害復旧費

目 農林水産業施設災害復旧費

補正前額 2,427 

要求額 1,368 

総務部長段階査定額 1,368 

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-20-3235
 
【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　令和２年６月１３～１４日に発生した豪雨により、林道が路肩崩落等の被害を受け、
早急な対応が必要となった。 

【事業の目的及び効果】 
　林道利用者の安全の確保及び林業経営への影響を最小限に抑えるため、早期の災害復
旧を図るもの。 

【事業の内容】 
　被災した林道の災害復旧事業を行う。 

　該当路線　1路線
　・林道中津美線（用瀬町屋住地内）（路肩崩落　L=7ｍ）

款 災害復旧費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００５ 項　　目　　名 単独災害復旧費

予算書項目 現年発生災害復旧費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R2

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 1,600 0 

その他 270 0 

一般財源 230 諸収入 0 

計 6,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 6,000 270 

災害復旧費

目 農林水産業施設災害復旧費

補正前額 1,900 

要求額 6,000 

総務部長段階査定額 6,000 

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317 

【１０次総の施策体系】2104

【事業の経過】 
　令和２年６月１３日～１４日の豪雨により農業用施設が被災を受け、早急な対応が必
要となった。 
 
【事業の目的及び効果】 
　農業経営への影響を最小限に抑えるため、早期の災害復旧を図るもの。
 
【事業の内容】 
　農業用施設１カ所
　・三山口（道路法面崩落L=12ｍ　H=5m）

　※その他財源の負担金は、地元負担金
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

款 災害復旧費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,900 0 

農００６ 項　　目　　名 補助災害復旧費

予算書項目 現年発生災害復旧費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R2



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 400 0 

その他 149 0 

一般財源 1,385 諸収入 0 

計 2,980 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,980 149 

災害復旧費

目 農林水産業施設災害復旧費

補正前額 2,750 

要求額 2,980 

総務部長段階査定額 2,980 

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317 

【１０次総の施策体系】2104
 
【事業の経過】 
　令和２年６月１３日～１４日の豪雨により農地及び農業用施設が被災を受け、早急な
対応が必要となった。

【事業の目的及び効果】
　農業経営への影響を最小限に抑えるため、早期の災害復旧を図るもの。
 
【事業の内容】 
　〇単独災害復旧事業（起債） 
　　農業用施設　２カ所
　　　・河原町佐貫（水路閉塞　L=9ｍ）
　　　・気高町八束水（水路閉塞　L=5ｍ）　 
 
　〇単独災害復旧事業（鳥取県しっかり守る農林基盤交付金事業） 
　　農地１カ所
　　　・越路（畔崩落　L=5ｍ）
　　農業用施設２カ所
　　　・国府町町屋（石積本体崩落　L=16ｍ W＝2ｍ H=1.5ｍ）
　　　・福部町久志羅（水路閉塞　L=10ｍ W=1.5ｍ H=1.5m）
　　三山口測量設計業務　一式　１,０００千円

　※その他財源の負担金は、地元負担金　　　　　　　　　　　　　　　　 
　
 
　
 
　
 
　

款 災害復旧費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,046 0 

農００７ 項　　目　　名 単独災害復旧費

予算書項目 現年発生災害復旧費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R2


